
喜
伝
治
は
、

屋
号
伝
蔵
屋
福

士
重
七
の
長
男

と
し
て
安
政
三

年（
一
八
五
六
）、

大
沢
村
に
生
ま

れ
た
。
若
者
に

な
っ
た
喜
伝
治

は
漁
師
に
な
り
、

沿
岸
に
お
い
て

漁
労
に
励
ん
だ
。

や
が
て
、
喜

伝
治
は
先
輩
漁

師
た
ち
と
一
緒

に
大
謀
網
の
先

進
地
、
千
葉
や

小
田
原
の
大
謀

網
の
水
夫
と
し

て
働
き
、
こ
こ

で
多
く
の
知
識

や
技
術
を
身
に

付
け
て
大
沢
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
の

後
、
彼
は
漁
船
を
所
有
し
、
知
識
や

五
年
、
網
は
大
漁
に
次
ぐ
大

漁
を
重
ね
、
五
月
に
は
鮪
漁

獲
の
万
本
祝
を
す
る
ほ
ど
の

豊
漁
だ
っ
た
。
喜
伝
治
の
評

判
は
広
ま
り
、
明
治
四
十
年

に
は
大
畑
町
佐
助
川
漁
場
を

探
査
し
漁
場
を
選
定
、
網
を

建
て
大
漁
の
成
果
を
上
げ
た
。

漁
師
た
ち
は
、
喜
伝
治
の

大
謀
網
に
対
す
る
情
熱
、
観

察
力
に
感
嘆
し
た
。
彼
は
魚

道
の
探
査
選
定
に
長た

け
、
漁

場
の
開
拓
に
卓
越
し
た
能
力

祈
願
し
て
行
っ
た
。

山
林
火
災
に
よ
っ
て
神
社
が
焼
失

し
た
こ
と
を
知
っ
た
喜
伝
治
は
心
を

痛
め
、
友
人
の
大
沢
の
大
工
棟と

う

梁り
ょ
う

清

作
屋
の
松
太
郎
の
協
力
を
得
、
明
治

四
十
五
年
、
神
社
を
建
立
し
奉
納
し

た
。
ま
た
、
菩ぼ

提だ
い

寺じ

大
沢
の
南
陽
寺

に
大だ

い

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う

六
百
巻
を
寄
贈
し
た
。

心
を
満
た
し
た
喜
伝
治
は
、
そ
の
後

も
下
北
半
島
で
の
大
謀
網
漁
の
拡
張

に
努
め
て
い
た
が
、
大
正
三
年
八
月
、

惜
し
ま
れ
な
が
ら
波
瀾
万
丈
の
生
涯

を
終
え
た
。
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

が
鵜
の
鳥
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
か
ら
彼
は
鵜
鳥

様
を
信
仰
し
、
下
北
半

島
に
赴
く
時
も
必
ず
鵜

鳥
神
社
（
普
代
村
）
を

拝
し
、
安
全
と
大
漁
を

を
持
ち
、
抜
群
の
統
率
力
を
兼
ね
備

え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
最
盛
期
に
は

三
十
三
統
（
カ
所
）
も
の
大
謀
と
な

り
、
大
謀
の
最
高
責
任
者
と
し
て
指

揮
監
督
を
務
め
た
。
喜
伝
治
の
漁
場

開
拓
に
よ
り
、
東
通
村
、
大
畑
町
を

は
じ
め
近
隣
町
村
の
経
済
は
潤
い
、

下
北
貯
蓄
銀
行
、
大
湊
電
灯
、
汽
船
、

下
北
酒
造
な
ど
の
会
社
が
興
り
、
産

業
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。

喜
伝
治
が
少
年
の
こ
ろ
、
山
田
湾

沖
に
お
い
て
彼
の
乗
っ
た
鰹
船
が
漂

流
し
た
時
、
陸
方
向
を
知
ら
せ
た
の

下
北
半
島
大
謀
網
漁
場
開
拓
者

福
　
士
　
喜
伝
治

技
術
を
生
か
し
漁
業
に
励
ん
だ
。

彼
は
い
つ
の
日
か
大
謀
に
な
る

こ
と
が
夢
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、

彼
は
山
田
港
に
出
入
り
す
る
商

船
か
ら
下
北
半
島
の
地
に
お
け

る
漁
業
の
情
報
を
得
た
。

明
治
三
十
年
（
四
十
一
歳
）、

喜
伝
治
は
下
北
半
島
の
地
に
赴

き
東ひ

が
し

通と
お
り

村
に
お
い
て
、
海
底
の

地
形
や
潮
の
流
れ
、
魚
道
、
沿

岸
の
地
形
な
ど
に
つ
い
て
漁
場

を
探
査
し
東
通
村
尻し

っ

労か
り

に
漁
場
を
開

拓
、
大
謀
網
を
建
て
た
。
明
治
三
十
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
七
〇

）
で
す
。

や

ま

だ

の

大畑町にある大漁記念碑「八大龍王」。裏面に「佐助川は最
良無比の漁場、福士喜伝治の選定による」旨刻まれている
＝鈴木弘一著「炉辺　大沢冬の夜語り」より＝

一
月
十
日
は
「
一
一
〇
番
の

日
」
で
す
。
こ
の
番
号
は
、
事

件
・
事
故
が
起
き
た
と
き
の
緊

急
通
報
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
。
警

察
に
通
報
す
る
際
は
、
▼
何
が

あ
っ
た
か
▼
い
つ
▼
ど
こ
で
▼

ど
ん
な
様
子
か
│
│
を
慌
て

ず
、
正
確
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
し
な
い
相
談
は

「
＃
九
一
一
〇
」の
利
用
を

警
察
で
は
、
緊
急
を
要
し
な

い
相
談
を
受
け
付
け
る
総
合
相

談
電
話
と
し
て
、
全
国
共
通
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
九
一
一
〇
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
行
方
不

明
者
の
捜
索
、
運
転
免
許
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
緊
急

時
以
外
の
こ
と
で
相
談
す
る
際

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
宮
古
警
察
署

山
田
交
番
（
�
８
２
│
２
１

５
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

１月10日は「110番の日」

緊急通報は慌てず正確に

【８】


